
平成29年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業「松本発の住民参加型の医工連携ものづくりモデルの構築」
AMED国産医療機器創出促進基盤整備事業 「第15回医療機器開発全般セミナー」
信州メディカル産業振興会成果報告会

第１部 健康づくり＆ものづくり講演会

「シンクロナイズドゲンキ！？」
にんべんのつく健築家 関原 宏昭 氏
ラピュア地域デザイン研究所 所長
信州大学人文学部社会心理分野 コミュニティ心理学 客員研究員
中小企業庁中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業 派遣専門家
水戸在宅ケアネットワーク 顧問

月 日月

信州大学 松本キャンパス 旭総合研究棟９階 会議室
(松本市旭3-1-１, TEL 0263-37-3421）

15:00～17:20 （開場14:30）

平成30年

健康づくりとものづくり。
地域の元気に意外でない組み合わせ。ひょっとしたら最高のパートナーかも!

一人ひとりの健康を地域のモノ、コトとシンクロさせる 【新・松本スタイル】
のはじまりです。

第2部 成果報告会

16:15～16:35 「熱中症応急処置キット」
竹重 加奈子 氏 信州大学医学部附属病院 高度救命救急センター 診療助教
畔上 誠 氏 株式会社ナカトミ 管理課 課長

16:35～16:50 「術野撮影用カメラアームスタンド」
関口 陽介 氏 ワシエスメディカル株式会社 代表取締役 社長

16:50～17:05 「内視鏡手技練習器」
菅 智明 氏 信州大学医学部附属病院 内視鏡センター 副センター長

17:05～17:20 「換気カプセル型発汗計」
百瀬 英哉 氏 株式会社スキノスNAGANO 代表取締役

● 自分の健康を考える＝地域の健康
● モノ･コトづくり＝地域の元気
● シンクロすればワクワク感が倍増
● 歴史のある町は、地域包括ケアの

達人がいっぱい
● どうありたいかの確認がライフ

スタイルを創る

講演内容

地域発元気づくり支援金活用事業 16:00～16:10

「松本発の住民参加型の医工連携ものづくりモデルの構築」の活動報告
杉原 伸宏 信州メディカル産業振興会 常任理事

信州大学 学術研究・産学官連携推進機構 学術研究支援本部長

15:00～16:10

16:15～17:20

【参加お申込み・お問合せ先】 ※お申込み方法は、裏面をご参照ください。

信州メディカル産業振興会事務局（信州大学 学術研究･産学官連携推進機構 URA室）

TEL: 0263-37-3421 FAX: 0263-37-3425 mail：smia@shinshu-u.ac.jp



信州大学病院

信州大学前

信大病院玄関前

立体駐車場

信州地域技術

メディカル展開センター

旭総合研究棟
9階会議室

会場へのアクセス

信州大学・松本キャンパスへのアクセスにつきましては、下記URLをご参照ください。
http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/maps/map05.html#access

お車でお越しの際は、附属病院の駐車場をご利用ください。
なお、駐車料金は参加者様のご負担となります。

本セミナーに参加希望の方は､①所属機関、会社名

または住所 ②所属部門･役職 ③氏名(ふりがな)を明記

のうえ､件名に「3/19セミナー参加申込み」と記載

し、､メール(smia@shinshu-u.ac.jp)､または､FAX

(0263-37-3425)､電話(0263-37-3421)により､3月

15日(木)までに、信州メディカル産業振興会（信州

大学URA室）までお申し込み下さい。

お申込み方法

主催 信州メディカル産業振興会(SMIA)
信州大学 医学部附属病院

信州大学 学術研究･産学官連携推進機構

成果報告会で紹介する製品

住民参加型の医工連携ものづくりとは？

平成29年度 長野県地域発元気づくり支援金活用事業

在宅医療･介護の色々な困りごとを地域の皆さんのアイデアで、解決しましょう。

信州メディカル産業振興会Shinshu Medical Industry Association

在宅医療･介護をサポートする新しい仕組み

住民参加型

はじめます！

～ 住民の皆さんのご意見やアイデアが必要です ～

「松本発の住民参加型の医工連携ものづくりモデルの構築」

当日､パンフレット
を配布します。

近年、入院の短期化などにより、在宅での看護や介護が増えています。

そのため、家庭内で酸素吸入器や吸引器、心電計をはじめ、自宅での療養を支援

する車椅子、見守りツールなどの医療機器・介護用品を使用することが増えています。

しかし、これらの家庭用の医療機器等は、狭い部屋では使いづらかったり、機械

に弱い人には操作が難しかったり、実用一辺倒で「かっこよくない」「かわいくない」

デザインだったり、患者さんや家族にとって満足できないものが多いのが現実です。

そこで、信州メディカル産業振興会では、実際に医療機器等を使う患者さんや

高齢者、看護･介護する家族など住民の皆さんにも参加いただいて、患者さんや

その家族が使いやすく、デザインもよく、みんなが元気になれる、在宅医療・介護

用の製品を作り出す住民参加型の医工連携ものづくり をはじめます！

※本事業は､平成29年度長野県地域発元気づくり支援金を活用して進めています。

術野撮影用カメラアーム
スタンド

熱中症応急処置キット 換気カプセル型発汗計内視鏡手技練習器

皆さまのご参加をお待ちしております。

http://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/maps/map05.html#access
mailto:smia@shinshu-u.ac.jp

